
令和４年度
南大沢スマートシティ

第１回協議会

2022年8月8日
（10:30-12:00）



# 議 題

1 協議会の開催概要

2 先端技術の実装化に向けて

3 ＩＣＴインフラの整備に向けて

4 認知度向上に向けた取組

5 Ｒ５年度以降の新たな運営体制づくり

6 実施計画（Ver２）への意見（パブコメ）

7 その他取組との連携



１．協議会の開催概要 ①メンバー構成 1

協議会・部会のメンバー構成
※メンバーは各委員からの推薦等を基に今後も柔軟に追加・変更していく



◎過年度実証実験のフォローアップ

１．協議会の開催概要 ②検討内容

南大沢スマートシティ
実施計画Ver２

南大沢スマートシティ
実施計画Ver３

南大沢スマートシティ
実施計画Ver１

◎Ｒ４年度実証実験（３本予定）の実施と効果測定

◎当地区で新たに実証実験を検討している事業者の実施

（１）Ver２に位置付けられた先端技術の“実装化”

（４）Ｒ５年度以降の新たな運営体制づくり

◎継続的に先端技術を取り入れていく体制づくり

◎産学公による適切な役割分担をもとに必要な事業
スキームを構築

（３）認知度向上に向けた対策

（２）ＩＣＴインフラの整備

◎スマートシティの各取組の参加を増やすための
広報

◎必要なオープンデータやデータプラットフォーム
の構築

◎都立大ローカル５Ｇの利活用の拡大
他事業との連携

令和３年度

令和４年度

深
度
化
・
取
り
ま
と
め

深
度
化

〇協議会・部会の議論を基に、計画を深度化
・地域の課題やニーズ、将来動向を踏まえ、南大沢スマートシティのビジョンを設定
・ビジョンを実現するため、施策の領域ごとに基本方針を設定（ICTインフラ整備、新たな運営体制）

〇実証実験の実施・効果検証
・まちの回遊性や賑わいの創出を図るため、電動のシェアサイクル含む複数の移動手段を最適に組み合
わせたMaaS等の実証実験を行い、その効果として、新たな来街の需要が促されたと検証

（５）実施計画（Ver２）パブコメ意見

2

令和２年度



協議会

第２回協議会（10月下旬）

①部会の報告（第１~３回）

②実証実験の計画（詳細）

③実施計画Ver３（策定方針）

第４回協議会（３月上旬）

①部会の検討報告（第８~10回）

②実証実験の実施（最終報告）

③実施計画Ver３（最終まとめ）

第１回協議会（８月８日）

①協議会の開催概要

②実証実験の計画（企画概要）

③実施計画Ver２のパブコメ報告

第３回協議会（１月上旬）

①部会の検討報告（第４~７回）

②実証実験の実施（速報）

③実施計画Ver３（中間まとめ）

１．協議会の開催概要 ③スケジュール 3

Ｒ４協議会のスケジュール（予定）



これまでの検討と実証実験

２．先端技術の実装化に向けて ①これまでの検討と実証実験 4

地域の現況・
ニーズ・将来動向

地域の
課題

スマートシティ
の基本方針

具体施策

スマートシティの
ビジョン・コンセプト

実証実験

年度 モビリティ まちの賑わい 情報・その他

目的
・ラストワンマイルの確保
・エコで多様な移動ニーズへの対応

・まち全体の情報発信
・効率的な買物・物流サービスの提供
・地域資源の最大限活用

・多様なサービスを実現するオープ
ンデータの活用

・サービス価値を高めるデータ連携

Ｒ２
○自動運転車いす

○自動運搬ロボット
○アバターロボット －

Ｒ３
○ＭａａＳ

○電動シェアサイクル
○デジタルスタンプラリー －

Ｒ４ ○電動キックボートシェアリング ○デジタルサイネージ ○３Ｄデジタルマップ

令和
２
年度

令和
４
年度

令和
３
年度

令和
５

年度～

※具体的な検討内容は「参考資料」参照

実施・運用体制の構築

社会実装の
順次開始（Ｒ５~）

段階的なプラット
フォームの構築

事業者の先端技術・
サービスの提案
（Ｒ４~）



過年度の実証実験のフォローアップ

２．先端技術の実装化に向けて ②Ｒ２･３実証実験 5

実験 現状 課題
関連する事業者・管

理者意向
今後の対応（予定）

Ｒ
２

自動運転
車椅子

・大規模施設
（空港・病院等）で
の活用

・屋外での活用（路面状
況・天候）
・公道での許可
・需要の創出

・利用者需要が少ない
・サービスを導入する事
業者の意向による

〇活用施設（公共・福祉施
設）の拡大・調整
〇走行可能ルートの検討

自動運搬
ロボット

・商業・業務施設で
の活用

・公道走行の許可
・屋外での活用（路面状
況・天候）

・利用者、事業者導入の
ためらい
・サービスを導入する事
業者の意向による

〇多様な利用シーンでの活用
（店舗内、業務施設、団地
内・外等）

アバター
ロボット

・多様な施設での活
用（商業・観光施
設）

・通信環境の安定性
・屋外での活用（路面状
況・天候）

・生産台数は増加予定
・屋外利用も検討
・サービスを導入する事
業者の意向による

〇商業施設の導入調整
〇他の施設（公共・業務施
設・大学等）での活用

Ｒ
３

Maas
（一部
実装化）

・全国の多様な地域
で実施（観光・医療
等）

・利便性・操作性の向上
・システムの高度化（検
索・決済）
・広報ＰＲの充実

・更なる利便性向上に向
けたシステム改修を検討中
・地域の課題解決に資す
るサービス内容を検討

〇システムの操作性向上・高
度化（検索・決済等）
〇他の施設（商業・公園等）
・交通サービス（キックボー
ド等）との連携

電動
シェア
サイクル
(実装化)

・都心部を中心に実
施、多摩地区は駅周
辺で実施

・車両や駐輪スペースの偏
り・不足
・車両の充電対応
・需要の創出（利用需要の
分析）

・継続して実施予定
・一定程度の利用需要や
十分な設置場所があれば
ポート増設の可能性あり

〇ポートの見直し・拡大
〇他の交通サービスとの連
携・分担（バス・キックボー
ド等）

デジタル
スタンプ
ラリー

・デジタル技術の活
用は先進的

・他イベントとの連携
・広報ＰＲの充実

・自社のアプリで類似
サービスを提供
・人的リソースとコスト
確保で可能性あり

〇他のイベントとの連携
〇広報の充実・拡大



２．先端技術の実装化に向けて ③Ｒ４実証事業（電動キックボード） 6

Ｒ４年度実証事業の実施と効果測定（電動キックボード）

▶事業概要（案） ▶事業範囲（予定）

シェアリング実証事業の
実施 ※秋頃予定～

（試乗会・講習会を含む）

ポートの検討・整備

（駅前、商業施設、周辺公園・
住宅団地等）

地域の現状調査・分析

（人口・交通、施設立地等）

実証事業の評価・検証

（行動分析・アンケート等）

南大沢駅から主に1.5㎞を対象に、各施設管理者
と調整し、数十台のポートを整備、電動キック
ボードシェアリング実証事業を実施

移動の円滑化やラストワンマイル交通の確
保、丘陵地における高低差移動の負担軽減を
図るため、電動キックボードシェアリング事
業を推進し、社会実装につなげる



事業スケジュール（予定）

２．先端技術の実装化に向けて ③Ｒ４実証事業（電動キックボード） 7

事業スケジュール（予定） ※今後の関係者との調整やサービスの社会状況の変化等により、予定変更可能性あり



自動車いす
電動シェアサイクル
電動キックボードシェアリング

超小型モビリティ/グリーンスローモビリティ
 AIデマンドバス/サービス付帯タクシー
 ICT対応パーク&ライド
 EVカーシェアリング

 MaaS
公共交通情報等の可変案内板

自動運転バス
自動運転タクシー
自動運転バレーパーキング

基本方針

ラストワンマイルの確保

エコでかつ多様な
移動ニーズへの対応

リアルタイムな交通情報

施策（案）

既存交通を補完する技術の活用

交通（モビリティ）

まちの賑わい

情 報

その他

• ラストワンマイル解消
• 住宅団地から駅・バス停でのアクセス
交通の確保

• 丘陵地の高低移動の負担軽減

• 利用者に応じた最適な移動手段の確保
• 横移動による効率的な移動の確保
• 環境に配慮した移動手段の確保

• 鉄道とバス・タクシー・自転車等の円
滑な乗換

• 移動サービスの高度化

・交通サービスの低下への対応

※本内容は、現時点における技術的に可能性のある施策を網羅したものであり、今後南大沢エリア
としての実施可否・優先順位を十分に議論したうえで、具体的な実施内容・時期の検討を行う。

２．先端技術の実装化に向けて （参考）モビリティに関する基本方針・施策

（参考）モビリティに関する基本方針・施策
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２．先端技術の実装化に向けて ④Ｒ４実証実験（サイネージ等による情報提供） 9

（実験企画Ａ）サイネージ等による情報提供（予定）
※本企画は現時点での予定であり、今後の関係者との調整において
一部変更の可能性もあり

多
様
な
地
域
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

実証の概要

• 本実証ではCharge SPOTを活用
して①地域情報の放送と②災害
時の避難情報の緊急配信の実証
実験を行うことで、「まちの賑
わい」と「防災」領域で効果を
創出

各SPOTに個別に地域情報
を放映し、集客・回遊性・
購買を向上。また観光地融
資誘導やモビリティ利用促
進も企図

災害時は避難・災害情報を
提供。さらにSPOTから電
力供給を実施



※本内容は、現時点における技術的に可能性のある施策を網羅したものであり、今後南大沢エリア
としての実施可否・優先順位を十分に議論したうえで、具体的な実施内容・時期の検討を行う。

• 街案内等の情報発信によるアクセス
向上

• 遠方からの来訪者の取り込み
• 消費者志向の変化の把握

• 個人のニーズに応じた情報や快適な
買物サービスの提供

• 駅前及び周辺地区における効率的な
荷物搬送・物流環境の整備

• 多様な交流や連携を促進する機会や
場の創出

• 外出を促進する回遊性・滞留性の向
上、まちの賑わいの創出

• 地域の公園や空き店舗の有効活用

基本方針 施策（案）

デジタルスタンプラリー
デジタルタイムセール
地域ポイント
 XR活用

地域SNS
デジタルサイネージ
デジタルマップ

地域コミュニティサイト・ス
ペース

駐車場案内サービス
アバターロボット
無人店舗
施設、店舗内の混雑情報提供
追従自動運搬車
無人宅配ロボット
宅配ロッカー/ボックス
共同配送

まち全体の情報発信

地域資源の最大限活用

効率的な買物、物流サービス

地域コミュニティの形成・支援

交通（モビリティ）

まちの賑わい

情 報

その他

２．先端技術の実装化に向けて （参考）まちの賑わいに関する基本方針・施策

（参考）まちの賑わいに関する基本方針・施策
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２．先端技術の実装化に向けて ④Ｒ４実証実験（３Ｄマップ活用による案内サービス） 11

（実験企画Ｂ）３Ｄマップ活用による案内サービス（予定）
※本企画は現時点での予定であり、今後の関係者との調整において
一部変更の可能性もあり

高
度
な
街
づ
く
り
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
管
理
・
提
供

実証の概要

• 3Dデジタルマップを構
築し安心安全な歩行者
ネットワークの構築の為
に、移動者の目的と移動
者の特性に合せた移動
ルート案内、公共交通・
設備の状況を同プラット
フォームで可視化し・確
認できるサービスの価値
を実証



※本内容は、現時点における技術的に可能性のある施策を網羅したものであり、今後南大沢エリア
としての実施可否・優先順位を十分に議論したうえで、具体的な実施内容・時期の検討を行う。

施策（案）

多様なサービスを実現する
オープンデータの活用

地域サービス統合アプリ
デジタルサイネージ
 3Dマップ

 5Gアンテナ
 LPWA（低コスト無線システ
ム）

 AI
データマネジメントプラット
フォーム

ビッグデータ解析

ビーコンセンサー
WEBカメラ
スマートポール

基本方針

• 個別サービス間での連携
• 安心で快適な多様で即時性のあ

る情報の活用や高度化
• 高齢者をはじめ、全ての人が活

用可能な情報端末での発信

• 産学公によるデータ利活用
• オープンデータの公開と活用

• ネットワークインフラの整備の
拡大

• カメラ・センサー等のデータ収
集のためのデバイスの整備

インターフェース

プラットフォーム（OS）

通信・ネットワーク

IoTデバイス

交通（モビリティ）

まちの賑わい

情 報

その他

サービスの価値を
高めるデータ連携

Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
基
盤

２．先端技術の実装化に向けて （参考）情報に関する基本方針・施策

（参考）情報に関する基本方針・施策

12



当地区で新たに検討している事業者提案の取扱い（案）

事業者Ａ
部会

事業者Ｂ

事業者Ｃ

事業者Ｄ

事業者からの企画審査
プレゼンの実施

・事業内容の審査
・フィールドの提供
・事業費の一部負担等

企画提案

事業者Ａ

事業者Ｄ

事業者決定

実証実験
の実施

実証実験
の実施

効果測定
検証

効果測定
検証

実験準備

実験準備

実装化

実装化

実験継続

協議会報告等

協議会報告等

実験継続

〇当地区で新たに実証実験を検討している事業者を協議会で募集
〇応募事業者からの提案を審査（３部会で審査）
〇選定された「事業予定者」は、実装化に向けて準備し、協議会委員等は可能な限りフィールドを提供

実証実験を要望

事業者
提案

２．先端技術の実装化に向けて ⑤事業者提案の実証実験 13



必要なオープンデータやデータプラットフォームの構築

【情報・その他部会】

３．ＩＣＴインフラの整備に向けて ①実現イメージ 14



※ICTインフラの各サービスにおけるデータの具体内容・形式、収集・管理方法、実施主体等は、今後具体的に検討・調整。
実施可能なサービス・機能から順次実装化

（参考）ＩＣＴインフラの検討・整備の方向性

３．ＩＣＴインフラの整備に向けて （参考）今後の方向性（昨年度検討） 15



ステップ１ ステップ２ ステップ３

民間プラットフォーム
活用

協議会ホームページ
モバイル（個別アプリ）

南大沢プラットフォーム
構築（ローカル）

協議会ホームページ
モバイル（共通アプリ）
デジタルサイネージ・

３Ｄマップ等（静的情報）

南大沢プラットフォーム
高度化（自動解析）

＋他地区プラットフォーム
連携（都全域）

協議会ホームページ
モバイル（共通アプリ）
デジタルサイネージ・

３Ｄマップ等（動的情報）

地域情報（主に公共）＋
Maas・地域コミュニティ

等情報（民間）

IoT
デバイス

Wifi・
５Ｇ（一部キャリア）

５Ｇ
（キャリア・ローカル）

５Ｇ（６Ｇ）
・LPWA

通信・
ネット
ワーク

地域情報（主に公共）
＋Maas・地域コミュニ
ティ等サービス（個別）

サービス

データ
提供

データ
管理

データ
収集

データ
通信

サービス
提供

地域情報（公共＋民間）
＋Maas・地域コミュニ
ティ等サービス（共通）

メール等（関係者提供）、
カメラ・センサー（実験

データ）

収集
データ

地域情報（公共＋民間）＋
Maas・地域コミュニティ

等情報（協議会）

カメラ・センサー・
スマートポール

カメラ・センサー・
スマートポール・事業者デ
バイス・個人モバイル

地域情報（公共＋民間）＋
多様な情報（協議会）

３．ＩＣＴインフラの整備に向けて ②検討・整備の進め方 16

ＩＣＴインフラの検討・整備の進め方

地域情報（公共＋民間）
＋多様なサービス（共通）

インター
フェース

プラット
フォーム

※Ｒ４は検討、Ｒ５から整備開始



スマートシティの各取組の参加を増やすための広報活動

４．認知度向上に向けた対策 ①概要（オープンハウス・イベント） 17

■概要（予定）

●期間：令和４年11月下旬（１週間程度）

●内容：南大沢スマートシティの取組紹介、実施計画への意見募集、実証実験のＰＲ・

参加呼びかけ等 ※他のイベントとの連携も検討

〇南大沢スマートシティ実施計画（Ver２）への意見募集 ＜協議会＞

〇南大沢スマートシティ協議会の紹介（パネル展示・動画放映等）＜協議会＞

〇実証実験のＰＲ・参加呼びかけ＜協議会＞

〇電動キックボードのデモ運行・試乗 <事業者>

〇小型モビリティ展示・デモ走行 <事業者>

〇先端技術関連の事業紹介ブース <事業者>

〇デジタルサイネージでのＰＲ（施設管理者等）

■具体内容（案） ※今後の関係者との調整において変更可能性あり



４．認知度向上に向けた対策 ②実施箇所 18

オープンハウス・イベントの実施箇所（予定）

パオレ

フレンテ
南大沢

プラザA

ガレリア・ユギ
（イトーヨーカドー南大沢店）

東京都立大学
南大沢キャンパス

京王相模原線
南大沢駅

ファブ南大沢

サザンウインズ
南大沢

フォレストモール
南大沢

フレスコ南大沢
（南大沢文化会館）

中郷公園

ペデストリアンデッキ

電動キックボード体験コーナー

小型モビリティ展示・デモ走行コーナー

先端技術関連の事業紹介ブース

デジタルサイネージでのPR

オープンハウス・イベント
の実施箇所（予定）

実施計画（Ver２）への意見募集

協議会の紹介・情報提供

※今後の関係者との調整において変更可能性あり

実証実験のＰＲ・参加呼びかけ

三井アウトレット
パーク南大沢



運営体制づくりのロードマップ（予定）

５．Ｒ５年度以降の新たな運営体制づくり ①ロードマップ 19



５．Ｒ５年度以降の新たな運営体制づくり ②運営体制（案） 20

〇これまで２年間、都が中心となり、協議会の運営、実施計画のとりまとめ、実証実験等を行ってきており、一定の成
果も出てきている。

〇また、今年度は、これまで3年間の検討等を取りまとめた、実施計画の最終とりまとめを行うことになっており、令和
５度以降は、この実施計画の内容を社会実装することが求められている。

〇このため、社会実装を実現し易い体制にシフトしていく必要があるため、これまでの体制から産学公がそれぞれの役
割を果たす体制に見直していく。

〇令和７年度以降の都有地活用事業を念頭に置きた体制づくりも並行して検討していく。

継続的に先端技術を取り入れていく体制づくり（案）



■公表時期： 令和４年５月31日 ～ 令和４年７月15日（約１.５カ月）

■公表方法： 都（都市整備局 協議会）ホームページに掲載 ※都プレス発表・都Twitter、市広報誌で案内

■意見件数： ６人 ※複数意見あり

＜実施計画（Ver２）への主な意見＞

(１)計画全般 〇将来的な実現可能性を踏まえた選択と集中が必要

〇地域の課題解決や生活レベル向上等の具体的な成果指標が必要

○地域の強み・可能性や住民の想念・行動分析を踏まえた新たな発想が必要

(２)モビリティ 〇移動の自由度を向上させるライドシェアの導入が必要

〇遊歩道への自動運転電気自動車の導入による歩行困難者への外出・移動支援が必要

(３)まちの賑わい 〇希望する店舗は、キャッシュレス決済への対応が必要

〇高齢者のための複合型コミュニティ施設が必要

(４)エネルギー 〇都立大学を中核に「再生可能エネルギータウン」の実現、再エネ開発・利用で世界有数の大学とし

てスタートアップ創出の場

〇カーボンニュートラルの実現に向けて、車両の電動化のほか、火力発電や原発も必要

(５)先端技術 〇３Ｄ点群データを活用した坂道・階段の無いルート案内、建物内の３Dデータの活用に期待

〇ロボットやカメラ等を活用した先端介護サービスの提供が必要

〇行政手続きのDX化として、ワンストップ納税サービスの提供が必要

(６)その他 〇リニア新駅予定地（橋本駅）との関連で、将来的なMICE機能の整備も必要

〇わかりやすい表記・説明が必要

※意見は今年度策定する実施計画（Ver３）に反映

６．実施計画（Ver２）への意見（パブコメ） 21

南大沢スマートシティ実施計画（Ver２）への意見


